
 

 税務署受付印 

 

青色事業専従者給与に関する 
届 出    

変更届出
 書 

 

           税務署長 

 

    年   月   日提出 

 

 

 

 

 平成  年  月以後の青色事業専従者給与の支給に関しては次のとおり 
定 め た         
変更することとした

 ので届けます。 

１ 青色事業専従者給与（裏面の書きかたをお読みください。） 

専従者の氏名 続柄 
年齢 

仕 事 の 内 容 ・ 
従 事 の 程 度 

資 格 等 
給 料 賞 与 

昇給 の基準 
経験 
年数 

支給期 金 額（月額） 支給期 支給の基準（金額） 

 

 歳 
 

   円    

 年 
 

   

 

         

     

 

         

     

２ その他参考事項（他の職業の併有等） ３ 変更理由（変更届出書を提出する場合、その理由を具体的に書いてください。） 

   

４ 使用人の給与（この欄は、この届出（変更）書の提出日の現況で書いてください。） 

使用人の氏名 性別 
年齢 

仕 事 の 内 容 ・ 
従 事 の 程 度 

資 格 等 
給 料 賞 与 

昇給 の基準 
経験 
年数 

支給期 金 額（月額） 支給期 支給の基準（金額） 

 

 歳 
 

   円    

年 
 

  

 

         

   

 

         

   

 

         

   

※ 別に給与規程を定めているときは、その写しを添付してください。 

１ １ ２ ０ 

 

納 税 地 

住所地・居所地・事業所等（該当するものを○で囲んでください。） 

 

（TEL   -    -    ） 

上 記 以 外の 

住 所 地 ・ 

事 業 所 等 

納税地以外に住所地・事業所等がある場合は書いてください。 

 

（TEL   -    -    ） 

氏    名
フ リ ガ ナ

 

 

㊞ 

生
年
月
日 

大正 

昭和  年  月  日生 

平成 

職 業 
 

屋 号
フ リ ガ ナ

 
  

 

関与税理士 
 
 
 

（TEL   -   -   ） 

 整

理

欄 

税

務

署 

整 理 番 号 関係部門 
連 絡 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

               
               
               

             通信日付印の年月日 確認印 

            年 月 日  

 



 

書 き か た 

 

１ その年分以後の各年分の青色事業専従者給与額を必要経費に算入しようとする青色申告者（その年に新たに青色申告

承認申請書を提出した人を含む。）は、この届出書をその年の３月15日まで（その年の１月16日以後に開業した人や新

たに専従者がいることとなった人は、その開業の日や専従者がいることとなった日から２か月以内）に税務署に提出し

てください。 

 なお、この届出書に記載した専従者給与の金額の基準を変更する場合（給与規程を変更する場合、通常の昇給のわく

を超えて給与を増額する場合など）や新たに専従者が加わった場合には、遅滞なく変更届出書を提出してください。 

２ 必要経費となる青色事業専従者給与額は、支給した給与の金額が次の状況からみて相当と認められるもので、しかも、

この届出書に記載した金額の範囲内のものに限られます。 

⑴ 専従者の労務に従事した期間、労務の性質及びその程度 

⑵ あなたの事業に従事する他の使用人の給与及び同種同規模の事業に従事する者の給与の状況 

⑶ 事業の種類・規模及び収益の状況 

３ 「１ 青色事業専従者給与」の欄は、次の記載例を参考として書いてください。 

専従者の氏名 続柄 
年齢 

仕 事 の 内 容 ・ 
従 事 の 程 度 

資 格 等 
給 料 賞 与 

昇給 の基準 
経験 
年数 

支給期 金 額（月額） 支給期 支給の基準（金額） 

青空 春子 妻 

歳 
29 

販売事務、現金出納帳等の
記帳（記帳責任者）、毎日
５時間従事 

簿記、珠算 
共２級 

毎月 
○日 

円 毎年 
８月 

○か月分又は 
××円 使用人の昇給基準

と同じ 年 
５ 

×××× 毎年 
12月 

○か月分又は 
××円 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）給与規程の「写し」を添付したときは、この「昇給の基準」欄の記載を省略しても差し支えありません。 

４ 「２ その他参考事項」の欄には、専従者が他に職業を有している場合、就学している場合に「○○㈱取締役」「○

○大学夜間部」などと書いてください。 

５ 「４ 使用人の給与」欄は、使用人のうち専従者の仕事と類似する仕事に従事する人や、給与の水準を示す代表的な

例を選んで書いてください。 

６ お分かりにならないことがありましたら、税務署でご相談ください。 

 

「○か月分

（又は××

円）」など

と書いてく

ださい。 

あなたの事業に

従事している期

間（他の同種又

は類似の事業に

従事した期間が

あればそれを加

える。）を書い

てください。 

① 仕事の内容については

「販売事務」「記帳事務」

「受付事務」「農耕」等

と併せて、その事務での

職責「経理責任者」「販

売責任者」等を書いてく

ださい。 

② 従事の程度について

は、「毎日○時間程度従

事」、「○月から○月ま

での農耕期に毎日従事」

などと書いてください。 

特殊技能等の有

無について「薬

剤師」「看護師」

「大型運転免

許」「司法書士」

「簿記・珠算○

級」等資格を有

しているかどう

かを書いてくだ

さい。 

「使用人の昇給

基準と同じ（専

従者の場合）」

「毎年おおむね

○％（又は××

円）」などと書

いてください。 

① 支給期について

は、「毎月○日ご

ろ」などと書いて

ください。 

② 金額について

は、支給する給料

の月額（定額によ

り受ける給与以外

の給与があるとき

はその給与の種類

と見込月額を付記

する。）を書いて

ください。 


